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昭
和
50（1975

）年
、国
際
婦
人
年
と
そ
の
後
の
国
連
婦
人
の
10
年
が
開
幕
、女

性
問
題（
当
時
は
婦
人
問
題
と
称
し
た
）の
解
決
は
世
界
が
取
り
組
む
課
題
と
さ

れ
ま
し
た
。昭
和
54（1979

）年
、「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃

に
関
す
る
条
約
」が
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。（
発
効
は
昭
和
56
年
、日
本
の
批
准

は
昭
和
60
年
）

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
、福
生
市
公
民
館
で
は
開
館
以
来
、女
性
問
題
講

座
や
保
育
室
を
併
設
し
た
講
座
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
そ
の
一つ
で
す
。

　

今
回
、18
回
を
迎
え
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
歴
史
を
少
し
ひ
も
と
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
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男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
ゆ
み

公
民
館
の
つ
ど
い
分
科
会
か
ら

　

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前

身
は
昭
和
58
年
７
月
に
行
わ
れ
た「
第

２
回
公
民
館
の
つ
ど
い
」の
分
科
会

『
女
が
学
ぶ
こ
と
』（
二
つ
の
分
散
会
）に

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
時
の
サ
ー

ク
ル
や
講
座
参
加
者
が
つ
ど
い
実
行
委

員
会
の
中
で
企
画
・
運
営
し
た
も
の
で

す
。
　

公
民
館
の
つ
ど
い
を
き
っ
か
け
と
し

て
、同
年
９
月
に『
女
が
学
ぶ
こ
と
パ
ー

ト
Ⅱ
』が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
の
つ
ど
い
分
科
会
の
記
録

作
り
な
ど
を
共
同
で
行
う
中
で
、世
話

人
集
団
が
形
成
さ
れ
、つ
ど
い
分
科
会

で
の
課
題
を
継
続
的
に
学
習
・
集
会
活

動
に
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。翌
年
２

月
に『
女
が
学
ぶ
こ
と
パ
ー
ト
Ⅲ
』、７

月
に
第
３
回
公
民
館
の
つ
ど
い
分
科

会『
女
が
働
く
意
味
を
問
う―

自
立
へ

の
足
が
か
り―
』へ
と
続
き
ま
す
。

手
話
通
訳
あ
り
ま
す

福
生
市
婦
人
問
題
連
絡
会
の
発
足

　

世
話
人
集
団
を
核
と
し
た
市
民
の

継
続
的
な
学
習
を
背
景
に
、昭
和
60

年
２
月
に『
女
の
つ
ど
い―

婦
人
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
条

約
か
ら
学
ぶ―

』を
開
催
。そ
の
メ
ン

バ
ー
が
企
画
か
ら
関
わ
り
、５
月
か
ら

の
公
民
館
主
催
事
業「
差
別
撤
廃
条

約
と
わ
た
し
た
ち
」へ
と
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、講
座
修
了
後
、参
加
者
を

中
心
に
福
生
市
婦
人
問
題
連
絡
会

（
後
に
福
生
市
女
性
問
題
連
絡
会
と

改
称
）が
発
足
し
ま
し
た
。

　

婦
人
問
題
連
絡
会
は
同
年
９
月
に

「
福
生
市
の
婦
人
行
政
に
関
す
る
要
望

書
」（
①
福
生
市
に
お
け
る
婦
人
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
行
動
計
画
の
策

定　

②
福
生
市
に
お
け
る
婦
人
に
関

す
る
実
状
の
調
査
・
研
究　

③
福
生

市
に
お
け
る
婦
人
に
関
す
る
専
門
窓

口
の
設
置
）を
市
長
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

ふ
っ
さ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
じ
ま
る

　

婦
人
問
題
連
絡
会
は『
女
の
つ
ど

い
』や
講
座
の
企
画
に
精
力
的
に
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、参
加

者
を
よ
り
一
層
広
げ
、多
く
の
市
民
と

と
も
に
女
性
問
題
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
す
る
た
め
、平
成
４
年
10
月
17
日

（
土
）に
第
１
回
ふ
っ
さ
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
157
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、同
時
開
催
と
し

て
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
後
、毎
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

女
性
問
題
連
絡
会
を
中
心
に「
ふ
っ
さ

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
す
す
め
る
会
」が

組
織
さ
れ
、企
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。多
く
の
市
民
と
と
と
も
女
性
問

題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に

著
名
人
の
講
演
な
ど
が
多
い
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

語
り
合
い
、共
感
の
輪
を
広
げ
た
い

　

平
成
16
・
17
年
度
は
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
が
ら
ず
公
民
館
主
導
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
第
15
回
は
実
行
委
員

会
が
発
足
し
、「
親
子
の
絆　

見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
年
は
白
梅
分
館
で
行
わ
れ
た
保

育
併
設
の
講
座
の
参
加
者
が
実
行
委

員
会
を
構
成
し
、幼
児
を
持
つ
女
性
が

中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
足

下
の
課
題
に
目
を
向
け
、そ
の
解
決
に

向
け
た
企
画
を
考
え
、実
行
し
て
い
き

ま
し
た
。引
き
続
き
、平
成
20
年
度
は

実
行
委
員
会
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
準
備
講

座
と
し
て
実
施
し
、学
習
を
深
め
合
い

な
が
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、今
ま
で

女
性
の
側
か
ら
考
え
て
き
た
男
女
共

同
参
画
を
男
性
の
側
が
ど
う
感
じ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
こ
か
ら
出
発

し
て
い
き
ま
す
。家
事
や
子
育
て
、働
く

こ
と
な
ど
、共
に
考
え
あ
っ
て
い
き
ま

す
。

福生市公民館　ふっさ女性フォーラム、男女共同参画フォーラムの流れ

　……福生ニューイヤーガラコンサート　１月17日（日）15時開演　S席3,500円　A席2,800円　……座・ジローズコンサート　3月14日（日）18時開演　3,500円　　　　……音楽による世界紀行 ー 荘村清志＆天羽明惠＆高木綾子　3月22日（月・祝）14時開演　S席2,800円　A席2,300円　……チケット好評発売中！……

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は…

…
…

「
男
女
が
、社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、自
ら
の
意

思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、も
っ
て

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、か

つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」で
す
。（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
）

回 年月日 内　　　　容
1 平成4年10月17日 講談「山下さんちの物語ー女性問題入門編ー」出演：宝井琴桜さん　講演会「これからの女と男」講師：円より子さん
2 平成5年10月23日 講演会「わたし、を生きる」講師：落合恵子さん

3 平成7年1月14日 講談「山下さんちの物語ー夫婦別姓編ー」出演：宝井琴桜さん　　シンポジウム「貴女、フルネームで生きています
か？」パネリスト：金城清子さん、村瀬春樹さん、大川和恵さん、石橋初子さん

4 平成8年1月13日 シンポジウム「女が働く意味を考える」パネリスト：中島通子さん、佐藤洋子さん、上野いく子さん
5 平成9年2月8日 シンポジウム「介護は女性だけが担うものですか？」パネリスト：福島瑞穂さん、武田京子さん、小林俊子さん
6 平成9年8月2日 講演会「みんなで支えあう介護って？ー自分らしく生き抜くためにー」講師：沖藤典子さん

7 平成11年2月20日 芝居と講演「常識ってなに！？ーことばの中にひそむ、無意識な差別を見直そう！ー」講師：中村桃子さん　協力：劇
団SHAKE HIPさん

8 平成11年12月11日 講演会「こころの居場所ーわたしがわたしであるためにー」講師：落合恵子さん
9 平成12年12月9日 講演会「わたしは誰のもの？ー自分らしい生き方を求めてー」講師：中山千夏さん

10 平成14年2月9日 てい談「思い通りにならないよね、子育てってー幼児虐待の背景にひそむものー」講師：大日向雅美さん、石坂 啓さ
ん、汐見稔幸さん　＊この年から名称をふっさ女と男のフォーラムに改称

11 平成15年2月1日 講演会「これからの女と男の働き方ー雇用の流動化の中でー」講師：上野千鶴子さん

12 平成15年12月20日 パネル討議「自分らしさが大事ー子どもが輝く学校ってー」パネリスト：河野貴代美さん、深澤純子さん、宮崎留美子
さん

13 平成16年12月5日 講演会「仲良くしようよ　男と女」講師：木村治美さん、角田四郎さん　＊実行委員会できず

14 平成18年1月29日 講演会「お互いの自立と尊重を目指して」講師：松村真貴子さん　＊実行委員会できず
　＊会場を市民会館小ホールからさくら会館3階ホールに変更

15 平成18年10月28日 シンポジウム「親子の絆　見つめ直してみませんか』　パネリスト：森田玲子さん、角田四郎さん、市職員２名
＊名称を男女共同参画フォーラムに改称 ＊会場を市民会館公民館第４・5集会室に変更　以後、継続

16 平成20年3月2日 事例報告とグループ討議「私が福生（ここ）で生きていくために」助言者：辻 智子さん　報告：谷 千佳さん、原島佳
子さん、高橋洋子さん

17 平成20年10月5日 朗読劇とグループ討議「私を育てるコミュニケーションー語り合いたい自分の言葉でー」助言者：辻 智子さん　朗読
劇：実行委員会

第
18
回
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
男
女
共
同
△
っ
て
な
に
？

　
　
ー
男
の
言
い
分　
男
の
生
き
方
ー
」

　
男
も
女
も
人
と
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
た
男
女
共
同
参

画
社
会
。今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
男
の
側
か
ら
の
事
例
報
告
を
も
と
に
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

　
報
告
で
は
実
行
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
若
い
男
性
の
意
見（
女
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
の
で
は
？
）を
紹
介
。ま
た
企
業
戦
士
と
し
て
家
事
一
切
は
妻
に

ま
か
せ
て
い
た
現
役
時
代
を
終
え
、定
年
後
の
空
虚
感
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た

60
代
男
性
と
子
ど
も
の
進
路
や
妻
の
実
父
の
介
護
な
ど
、家
族
に
向
き
合
い
、

転
職
を
選
択
さ
れ
た
40
代
男
性
の
体
験
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、支
え
あ
う
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か
を
考

え
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
男
性
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。男
の
言
い
分
を
大
い
に
語
り

あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
23
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
12
時
40
分

会
場　
公
民
館（
市
民
会
館
）第
４・５
集
会
室

助
言
者　
村
田
晶
子
氏（
早
稲
田
大
学
教
授
）

託
児
あ
り
ま
す
。事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

対
象　
１
歳
以
上
未
就
学
の
幼
児（
０
歳
児
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

定
員　
先
着
15
人

申
込
み　
１
月
９
日（
土
）か
ら
１
月
15
日（
金
）ま
で
に
公
民
館
本
館
☎
552
ー

２
１
１
８
へ

＊
託
児
説
明
会
を
１
月
16
日（
土
）午
後
１
時
か
ら
行
い
ま
す
の
で
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

主
催　
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会・福
生
市
公
民
館

問
合
せ　
公
民
館
本
館
☎
552
ー
２
１
１
８
へ


